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第 1表 芝草の病名とこれに関与する病原菌名芝草の

病気と防除

日本ゲリンキーパーズ協会
技術顧問

潮田常

1. 病原菌だけでは発病しない

一発病の原因は複数一

一般に植物の病気は単一の原因だけによって起ること

は殆んどない。まず主因があってこれに誘因とさらに素

因とが加わり，これら 3要因が組合わさって初めて発病

するのである。主因としては病原体があり，誘因は環境

条件である。素因としては植物体が持っている病原体に

対する擢病性(特定の病原菌に侵されるか，侵されない

かの遺伝的形質〉がある。病原体としては糸状菌(カピ〉

放線菌，細菌(パクテリヤ)，ウイルス，ウイロイド，この

他に粘菌，線虫などがある。環境条件としては気象条件

(気温，降水量，湿度等〉と土壌条件(土性酸度，透水

性，通気性，粘土鉱物等〉と養分条件(養分の種類とそ

の過分足，有害物質〉と栽培条件(栽植密度刈り高，刈り

回数等〉等々がある。素因は植物自体の病原菌に対する抵

抗性で，これは遺伝子によって規制される特性である。

これらの関係を組合わせて図示したのが第 1図である。
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植物の種類によってはこれら発病の三要因の発現の強

度が異なるようであるが，殊に芝草では病害対策として

発病に対する環境要因が最も重きをなしているのが現状

である。その理由は後に述べるように，まず主因の病原

体そのものが不詳のものがあり，一種類の病気に多種類

の病原体が検出されるために何々『病』と名記できず何

々『症』として取扱われており， (第 1表参照〉農薬によ

る的確な防除法が確立できてないものが多いことがまず

第一，次が素因としての芝草の品種ではゴノレフプレイに

むく品種という限定された用途制限があるために品種選
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病 病原宮i 名4ノ1

しずみ症 Fusarium nivale 

Fus，ω叩mroseum 

Fusarium. Stt. 
乃乃!l1叫tlめhi山1υ1J11η1ult山fμti仰7ηmη1tμt.m

乃η!tf叫仙州tf的山ωhiげ巾11仰1
乃!t幼tυ的hi切ZμIJnηSゆ戸戸μ. 

Helmint/zos戸orzUJns仲.

存はげ'~iÍ: Fusarium stt. 

fてvthiums戸戸.

フェアリーリング Scleroderma aurantiwn 

JVAi1jがj

LycoteγdoJ'/ terlatuη1 

/l1，αrasr;】11ius(l!'I巴ades

Tric/Zo!oma J1udum 

AgγiClfs camtestγzs 

Letiota morgani 

Helmint1zostorium uaoαηs 

Helmint1zostoγium soroJ;:l~α11W?? 

Helmil1t1zostoγium cJJI!zodontis 

Helmint!叩stoγiumstt. 

Curudaria功わ.

フ。ラウンノ"ッチ Rhizoclonia so!ani 

PythiWJ1 athanideγηzatu:η1 

P"tluum ultimuη1 

Sclerotini，αhomococαγpα 

Phy!lostictαstt. 

P1zysarmn cineγeum 

/l1ucilago songiosα 

京市 Ji初jj~

ダラースポット

I1束力人j

キIljl 'l\iN~

さび弥j

'Ii')向的

Puc・ciniastjJ. 

Tythula incαγnαtn 

Tytlmla ishi!，αγZeJ1S1S 

FlIsαnum mvαl巴

PythillJ11宅tt.

Sclerolini，αborealis 

定の 11屈がコーライかベントというような非常に狭い範囲

に限られていることが第二，いきおい第三の誘因の環境

要件に依存するウェイトが大きくならざるをえず，環境

条件に対する対策が芝草病害の主流をなすことになる。

このことは一見対策のおくれのようにみられるが，実

はこの方向はこれまでの農薬一辺倒から脱却して生態防

除(後述〉としづ近代病害防除の新潮流と一致する合理

的且効果的なゆき方なのである。

2~ 芝草の病気には複合感染が多い

芝草ではおなじ病名に病原菌として関与する病原体が

多いのに驚ろかされる。第 1表は総説『芝生と芝草dl(北

村文雄・江原薫監修1977)から愛媛大・浅田泰次教授の
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まとめられたものであるが，二，三の病気を除いて殆ん

どのものが同一病気に複数の病原菌が検出されている。

今後の研究の進展によっては単一の病原菌に集約される

ものもあるであろうがそれにしても芝草の病気は複数病

原菌による複合感染が多い。

3. 病気の出やすい土壌と出にくい土壌

(1) 発病抑止型土壌と助長型土壌

最近畑作物の連作障害が大きな問題になっているがそ

の殆んどが土壌伝染性の病原菌によるものといえる。野

菜に限らずイタリアンライグラスやマメ科牧草にも連作

障害がみられることは芝草にも連作障害のおそれのある

ことは充分考えられる。

ところで連作障害の出ている土地に隣接して土壌病害

の発生してない，また発生の少ない場所がある。かかる

所の土壌を発生抑止型土壌 (SuppressiveSoil)という。

この土壌では現に病原菌が存在しておって，またその病

原菌に感染性のある作物を栽培した場合でも発病しない

か発病が少なし、。病原菌がおらなかったり，抵抗性の強

い作物を植えて発病しないというのではない。つまり発

病を抑制する機構を備えている土壌なのである。

これに対して病気が発生し易い土壌があり，これを発

病助長型土壌(ConductiveSoil)~ としづ。ここでチヨッ

ト注意を要することは抑止型土壌といってもどの病原菌

に対しでもオールマイティというわけで‘はなく，またど

の作物を植えてもというわけにはまいらない。病原菌と

作物との組合せにおいて成りたつ関係である。

(2) 発病抑止のメ力ニズム

最近の多数の調査事例や研究成果によって土壌中の病

原菌とこれに対する土壌徴生物との括抗作用によって発

病抑止効果が成立することがはっきりした。病原菌がお

ってもこれに指抗する，つまりその生育活動を抑制して

しまう微生物の存在によるものである。病原菌とそれに

と
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なってその勢力(数〉が増加すると糸状菌の勢力ほ衰え

てくる。逆に糸状菌がノミツコすると細菌が抑えられる。

ところで土壌病原菌の大部分が糸状菌であるから細菌す

なわちパクテリヤをふやすこと〈パグテリヤ型土壌にす

ること〉によって糸状菌を抑えればマグロ的には土壌病

原菌の繁殖が抑えられるという原理である。この現象を

見事に実証しているのが第 2表であるが，障害土壌は健

全土壌に較べて糸状菌数 (F)が非常に多く， 細菌数

(B)が少なく，従って両者の比率 (B/F)は健全土

壌で大きく障害土壌で小さい。パグテリヤ型土壌が効果

的であることを如実に物語っている。

(2) 抑止型土壌に検出される微生物

抑止型土壌の特性の一つが前述の通りパグテリヤが優

勢であることだが近年の研究によればそのパグテリヤの

中で特定の種類の存在が有効であることまで、わかってき

た。世界的権威の植物病理学術誌[JPhytopathologyj)の

最近文によると抑止型土壌には概ね次の三種類のパグテ

リヤと一種類の糸状菌とが共通して検出されるとし、う。

( i ) シウドモナス・フルオレツセンス

(立枯病菌の拾抗細菌〉

(ii) シウドモナス・プチイダ

(ツルワレ病・萎黄病菌の拾抗細菌〉

(iii) アースロパグター・ Sp

(ツルワレ病の拍抗細菌〉

(iv) トリコデルマ・ハマトゥーム

(立枯病菌の措抗糸状菌〉

これまでのパグテリヤ型土壌というマグロ的な対策か

らかかる特定パクテリヤの種類までを規定できるところ

まで生態防除技術は進歩してきたが，更に今後の進展が

期待される。

5. 芝草の主な病気(難病〉と防除法

以上で芝草防除の基本を述べたが，なにぶんにも芝草

指抗する微生物との組合わせで抑止機構が成りたつもの では研究が未だ日も浅いので，従来の農薬主体の対策に

であるから厳密に申すと或る病原菌 第~2 表健全土壌と発病障害土壌における根(トマト〉
に抑止効果があっても病原菌の種類 周辺の菌数(乾土~1 g当り〉比較

が変われば抑止力はなくなる。すな (静岡県農業試験場連作障害土壌調査1976年より〉

わち前述のオールマイティではない

ということになる。

4. 病気の防除は生態防除が基本

(1) パクテリヤ型土壌が効果的

土壌微生物は糸状菌，放線菌と細

菌に大別されるが土壌病原菌の大部

分 (85%以上〉が糸状菌である(第 1

表参照〉そしてこれらの徴生物は土

壌中で互に拾抗し合って生棲してい

る。そこで若し細菌の生育が旺盛に
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終始せざるをえないのが現実である。一方病原菌のはっ

きりしない病気もあって農薬防除の確立できないものの

ある現実をふまえて以下最近問題となっており難病とま

でし、われている芝草の病気のアウトラインとその防除の

ポイントに触れてみたいと思う。

(1) しずみ症と春はげ病

この両者とも春にコーライ芝にでる病症なので両者は

関係深い病気ではないかと考えるむきもあるが，最近の

研究によれば両者は全く別で根本的に違う病症であるこ

とが判然とした。

まず『しずみ症』であるが『症』と言われるように病

原菌が特定されておらず従って農薬による防除法が確立

されてない。この病症はヒメコーライのような細葉のコ

ーライ芝に早春に発生して梅雨季まで症状が残る。症状

としては葉が不整形や類円形を呈し全体に沈んだ状態を

呈し，葉色が褐変し，甚だしくは枯死に至る。病原菌が

確定されてないこともあって効果的な薬剤はまだない。

(西日本グリーン研・河鍋征人民の市販の約80%の薬剤

を試験した結果では何れも効果がなかったという研究発

表がある。)現在までの研究結果では本症の原因(誘因〉

としては乾燥とサッチの集積があげられている。結局芝

草の水分不足が決定的誘因で，サッチの集積は根の水分

吸収を弱める誘因となるわけである。従って本症の対策

としてはまず充分の謹水が必要であり，次いでサッチ除

去の更新作業が肝要となる。また春さきの生育を旺盛に

するための秋肥を充分施用して貯蔵養分の蓄積につとめ

ることが効果的である。

次が『春はげ症dJoo 本病にはこれまでフザリウムとピ

シウム菌が病原菌としてあげられていたが，最新の報告

によるとリゾクトニヤ菌も関与するようである。(小林

賢志氏〉。しかし『しずみ病dJlと同様特定菌の確認までに

至ってない。本症は芝地がマット化すると多発するから

まずマット化を防ぎ，で、きたマットの除去が対策と

なる。またヒメコーライのような細葉のコーライ芝

に発生するので中葉のコーライ芝に張替えるような

品種対策も有効である。殺菌剤を使用するなら本症

は秋の気温が10度C以下になると発病するので、これ

以上の気温の時までに予防的に散布するのがよい。

(2) ラージパッチとブラウンラージパッチ

両者は名前は似ているが全く別の病気である。ラ

ージパッチはベントグラスに梅雨季に発生して 7，

8月まで続く病気で，ブラウンラージパッチはコー

ライ芝に春と秋に発生する病気である。まずラージ

パ yチだがグリーン床土の排水が悪い場合によく発

生するが的確な耕種防除がないので殺菌剤の予防散

布による以外に良法はない。

本病は発生してからの薬剤散布ではなく梅雨期以前の

予防散布が肝要である。次にブラウンラージパッチはコ

ーライ芝に春と秋に過湿条件下で多発するから，排水の

改善，サッチ除去，濯水の制限等が対策となる。フェア

ウェイ・ラフに全面的に広く発生し而も春秋 2回発生を

みるので薬剤散布経費の過重がしばしば問題となる。春

の病勢は強いが発生期間が短かく，病斑の自然、回復が早

いのに対し秋は病勢は弱し、が発生期間が長く，秋の病斑

痕が翌春の発生源ともなるので，秋の防除に重点をおく

のが得策である。

(3) 葉枯病

本病の病原菌としてはヘルミントスポリウムとカーブ

ラリヤによるものとがあり，何れもコーライ芝の春と秋

に多発する。夏季高温多照になり，乾燥すると本病は自

然消滅する場合が多い。

(4) ファリーリンゲ

本病はいわゆるキノコが芝草の上にはえるのでコーラ

イやベントの別なくどの芝草にも発生する。リング状に

芝が枯死するものやリングの病斑部に生ずるキノコ(子

実体〉が生えてゴノレフのパッティグを妨たげるもの等が

ある。ファリーリングそのものを完治する薬剤はまだな

いようであるがキノコの子実状だけは駆除できる薬が開

発されたようである。

(5) 病気と肥培管理

芝草の病気の誘因の中で影響力が大きいのが肥培関係

であり，これまでの経験から発病の誘因となる肥料のや

り方が報告されておりこれらを筆者がとりまとめたのが

第3表である。

施肥の合理化はさきの生態防除とともに平常の芝草管

理の中で重点施行せねばならないマニュアルである。

第 3表 芝の発病の誘因となる肥料のやり方
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